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■モデル地区における総合的な地震・津波対策の検討（四国地方整備局） 

6  地震・津波対策計画の検討 
徳島県南部地域（美波町、牟岐町、海陽町）をモデル地域とし、特に美波町日和佐浦～

恵比須浜を狭域のモデル地区として、防災施設整備、防災まちづくり、防災体制の分野に

おけるハード対策とソフト対策を総合的に検討し、地震・津波対策の検討を行った。 
本概要版ではこれらの内、現地調査とそれに基づく課題抽出、モデル地区におけるＤＩ

Ｇの実施とＤＩＧ手引き書（案）の作成、津波シミュレーションによる津波挙動特性の把

握と施設整備の検討、津波避難シミュレーションによる避難場所の検討について記載する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6-1 検討対象とした広域モデル地域（徳島県南部）と 

狭域モデル地区（美波町日和佐浦～恵比須浜） 
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6.1  現地調査 

6.1.1  現地調査の目的 

現地調査は、徳島県南部（美波町、牟岐町、海陽町）をモデル地域として行う東南海・

南海地震時の地震津波対策検討に必要な基礎資料を得るために実施したものであり、以下

の項目について調査を行った。 
 

①津波シミュレーションに必要な調査 
徳島県海部郡沿岸を対象とした津波シミュレーションを行うため、美波町、牟岐町、海

陽町の主な沿岸地域で以下の調査を行った。 
●水門・樋門・陸閘等の開口部の状況 
●幅 10ｍ程度の小河川の状況 
 
②防災上拠点となる役場、病院、避難場所、警察署（駐在所）の状況 
防災上拠点となる地点については、地震津波対策を検討するモデル地区である美波町日

和佐浦～恵比須浜（日和佐港、大浜海岸、日和佐川、恵比須浜）において実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6-2 美波町日和佐浦～恵比須浜にかけての詳細調査範囲 
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6.1.2  現地調査結果 

 

(1) 津波シミュレーションに必要な調査 

調査結果として、水門・樋門・陸閘等の位置図とその状況写真をとりまとめた。ここで

は、美波町日和佐浦～恵比須浜にかけての調査結果として、水門・樋門・陸閘等の位置図

を図 6-3に示す。 
日和佐港の胸壁には非常に多くの陸閘が存在しており、そのほとんどが調査時において

オープンであった。この開口部は、津波による陸域への浸水・氾濫挙動に大きな影響を及

ぼすと考えられる。 
 
また、日和佐港と奥潟川との境界にある水門は、その上流における津波防災を考える上

で重要な施設と考えられるが、徳島県南部総合県民局からヒアリングした結果によれば、

耐震化等の対策はまだ行われていないということであった。 
 
小河川については、次の３河川を調査した。 
①日和佐港西岸「港日 19」の背後河川 
②奥潟川右岸「河日 28」の背後河川 
③北河内谷川右岸「河日 11」の背後河川 
 
これらの小河川の内、特に①は、日和佐駅北側から日和佐港へ流れる河川であり、日和

佐港との境界に設置されている水門が地震によって機能しなくなれば、津波がこの河川を

遡上して氾濫すると考えられ、防災上影響が大きいものと考えられる。 
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図 6-3 水門・樋門・陸閘位置図（美波町日和佐浦～恵比須浜） 
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(2) 防災拠点等の調査 

美波町日和佐浦～恵比須浜にかけて役場、病院、避難場所、警察署（駐在所）の状況お

よび避難場所案内板等の設置状況を調査した。 
 

１） 指定津波避難場所 

①美波町日和佐浦では指定津波避難場所が役場や小学校など低地の建物が多く指定さ

れている。 
②恵比須浜では集落の山側の高台が津波避難場所として指定されている。 

 

２） 役場等の防災拠点となる施設 

①美波町防災マップに示されている津波浸水エリアから離れた場所の病院は、日和佐川

沿いに３箇所。 
②駐在所は、美波町役場の横と国道 55 号薬王寺前に２箇所。 

 

３） 避難場所案内板等 

①避難場所の位置を示す案内板や避難場所への誘導標識は各所に設置されている。 
②当該地区では、多くの電柱でその地点の地盤標高が示されている。 
③美波町役場では、徳島県が公表した次の南海地震津波の想定水位が垂幕に表示されて

設置されている。 
③過去の津波高さを示すものとして、日和佐港北岸の漁組の横に昭和南海地震津波のと

きの浸水水位を示す石碑が設置されている。 
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6.2  現状分析・課題の抽出 

地震・津波対策を検討するモデル地区（美波町日和佐浦～恵比須浜）における課題の抽

出は、現地調査結果を踏まえて「防災施設整備」、「防災まちづくり推進」、「防災体制整備」

の３つの観点から行った。 
 

6.2.1  防災施設整備に関する課題 

防災施設整備に関する課題抽出結果を表 6-1に示す。 
 

表 6-1 防災施設整備に関する課題 

備　考

① 胸壁 ●想定津波高さが日和佐港における胸壁天端を上回って

防潮堤 （海岸堤防） 　津波が陸域に氾濫するため、嵩上げが必要

河川堤防 ●日和佐港における胸壁の耐震化が必要

等の整備 ●河川堤防（日和佐川、奥潟川、北河内谷川）の耐震性

　の有無の確認が必要

●恵比須浜地区における防潮堤の耐震化が必要

② 水門・樋門・陸閘等の整備 ●日和佐川、奥潟川は津波が遡上するため、水門・樋門

　の耐震化が必要

●津波到達前に迅速に水門等のゲート操作を行うには自

　動化、高速化が必要（奥潟川の水門等）

●迅速に閉鎖するには老朽化（鋼製部分の腐食等）対策

　が必要であるとともに、平素からの点検・整備が必要

③ 内水排除対策 ●防潮堤を越流した津波が長期間堤内に湛水して地域が

　孤立する可能性があるため、内水排除対策が必要（日

　和佐浦、奥河内、恵比須浜）

課　　　題項　　　目
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6.2.2  防災まちづくり推進に関する課題 

防災まちづくり推進に関する課題抽出結果を表 6-2に示す。 
 

表 6-2 防災まちづくり推進に関する課題 

備　考

① 津波に強い土地利用の推進 ●日和佐港の胸壁の背後に住宅密集地が存在するため、

　津波に強い土地利用の推進が必要

② 道路の整備 ●日和佐港周辺の主要道路は標高が低いため、落橋、冠

　水や漂流物障害による交通遮断の対策が必要

③ 津波避難ビル ●日和佐港北岸沿岸は、津波避難場所までの距離が遠い

津波避難タワー 　ため、新たな避難場所として津波避難タワーが必要

公共施設等の耐震化 ●公共施設が津波避難場所に指定されていることから、

等の整備 　その耐震化が必要

④ 堤外地の水産関連施設対策 ●日和佐港では水産関連施設の多くが堤外に設置されて

　おり、漁具・施設等が流出して港口の閉塞や航路障害

　の恐れがあるため、対策が必要

⑤ 危険物施設等への対策 ●日和佐港西岸にはガソリンスタンドがあり、津波によ

　る直接的被害だけでなく漂流物の衝突等による二次災

　害が発生する恐れがあるため、対策が必要

項　　　目 課　　　題
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6.2.3  防災体制整備に関する課題 

防災体制整備に関する課題抽出結果を表 6-3に示す。 
 

表 6-3 防災体制整備に関する課題 

備　考

① 避難場所 ●津波避難場所は指定されているが、暖房設備等のある

　建物がない高台も指定されており、これらの施設整備

　が必要

●夜間の避難を考慮した対策が必要

② 避難路 ●恵比須浜地区では、迅速に避難場所へ避難するための

　避難路の平素からの整備が必要

③ 防災組織づくり ●持続可能・自立可能な自主防災組織づくりが必要

④ 道路情報の提供 ●道路利用者への津波情報の迅速な伝達手段の整備が必

　要

⑤ 観光客などの外来者対策 ●海水浴、釣り、観光など地域外の外来者に対する情報

（海水浴、釣り、観光） 　伝達体制の整備が必要

⑥ 孤立地区対策 ●恵比須浜地区は、津波等によって孤立する恐れがある

　ため、対策が必要

⑦ 災害時要援護者対策 ●高齢化によって自主避難が困難な要援護者の把握が必

　要

●要援護者に配慮した避難路整備が必要

⑧ 緊急輸送体制 ●応急復旧活動のための陸上輸送・海上輸送などの拠点

　確保のための体制整備が必要

⑨ 防災知識の普及 ●ＤＩＧなどの災害図上訓練手法を用いた防災知識の普

　及が必要

項　　　目 課　　　題
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6.3  現地検討会 

モデル地区である美波町日和佐地区において行われた「四国東南海・南海地震対策連絡

調整会議津波対策専門部会地震・津波対策プロジェクト会議」（以下、検討会という）の

補助を行った。検討会は、①検討会メンバーによる美波町日和佐浦～恵比須浜にかけての

現地調査、②検討会の順序で実施された。 
 

6.3.1  現地調査 

現地調査は、検討会メンバーがモデル地区の課題を抽出することを目的とし、図 6-4に
示す工程で行われた。 

14:00

14:10
14:15

●設置経緯、管理体制、訓練での使用状況

14:25
14:30

●防潮堤の状況

14:33
14:38

●想定津波高を示す垂れ幕

●津波避難場所案内板

14:40

●胸壁と陸閘の状況

15:20

15:25
15:40

●土地利用状況

●中心街と津波避難場所の位置関係

15:45

～

②大浜海岸

～

～

③美波町庁舎

～

⑤-１図書資料館北小河川（●樋門と小河川の状況）

⑤-２日和佐港西岸（●胸壁と陸閘の状況）

⑤-３奥潟川の水門（●水門の状況）

現地調査工程

⑤桜町地区（ＤＩＧ対象地区）

徳島県南部総合県民局

①恵比須浜人工避難高台

内ヶ磯橋

⑤日和佐城

徳島県南部総合県民局

厄除橋

④日和佐港北岸

～

マイクロバス

マイクロバス

徒　歩

 

図 6-4 現地検討会現地調査工程 
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6.3.2  検討会 

検討会は、現地調査終了後、引き続いて徳島県南部総合県民局３階会議室にて行われた。 
検討会では、地震・津波対策の課題に関する意見交換が行われた。検討会で出された意

見をまとめて表 6-4に示す。 
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表 6-4 現地検討会で出された各機関の意見 

発言機関

●
●

●
●

●

●

●

●
●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

出された意見

牟岐町

海陽町浅川地区では、昭和南海地震津波で85名が亡くなっている。30年くらい前から避難路、避難場所、津波防波堤な
どの整備を進めてきたが、整備を進めれば進めるほど、また避難の啓蒙をすればするだけ、前もって町から移転して人
がだんだん少なくなってきており、共助の面で問題となっている。若い世代は津波被害の心配のないところへ移転避難
し、高齢者単独の世帯が多くなって古い家、空家が増えている。今後10年、20年でどうなるのかということが問題と
なっている。

海陽町

愛媛県

徳島県
危機管理局
徳島県

県土整備部
緊急輸送路に関して、沿道に４階や５階の大きな建物は少ないが、それらが倒壊しそうな状況を想定した場合の交通の
処理の仕方、またガレキ処理場の確保まで考えていけばと感じている。

四国管区
警察局

現地調査でも港に漁船やボートがつながれているのを確認したが、管理されていない小型船舶や漁船が以外と多くあっ
て、ロープが切れかかっていたりしていることがある。そのような船が津波によって凶器になる。海上保安本部では船
の所有者に十分な管理をしていただきたいと機会があるごとにお願いしているが、海上保安本部の指導だけでは十分で
ないので関係官庁の方にも協力をお願いしたい。

第五管区
海上保安本部

警察の立場では救助・救出が主な仕事になる。発災後に対応するための道路の整備ができているか、どの道路が緊急交
通路に指定されるのかということもあり、耐震上Ｒ５５が有効活用できるのかが課題。おそらく沿岸では孤立地区がか
なりでてくると思うので、その対応が必要である。
医療対策はどうか。

地元の自主防災組織に説明に行くと陸閘の話しがでる。いざというときに誰が閉めにいくかであるが、海岸へ向かって
いくことは大変難しいので、陸閘の開閉の自動化対策が最も重要である。また、牟岐町の場合は浸水範囲が広く、被災
後の医療・救護、食料、救援等の問題が重要と考えている。

美波町

安全に避難するには住宅が壊れないことが前提となるが、耐震化しても２ｍの津波がくると壊れるので住民にあきらめ
られて耐震化が進まない。

復興を見据えた体制づくりが必要である。南海地震に対してはこの取り組みが進んでいない。事前に復興を考える上
で、単に防災だけでなく産業、福祉、教育、地域の魅力ある場所などいろいろな面が見えてくるので、事前復興を見据
えた町づくりを通して持続可能な町づくりを展開していけたらと考えている。
広域的な事項では、道の駅の利用を十分議論しておく必要がある。海部郡の災害ボランティアセンターを設置して各町
に災害ボランティアのサテライトを置く、自衛隊の駐屯地に使うなど、どういった使い方ができるかを広域的に考えて
これから議論していくべきと考えている。

発災後の対応をもう少し詳しく取り組んだらいいのではないか。

自助、共助が重要であり、いかに早く逃げるかが一番大事だと思っている。公ができることは限られているので、地元
住民の意識向上を図っていくことが重要である。
耐震化や避難などの全てに関して意識づくりが一番重要である。そのために、地域の自主防災組織をいかにして充実し
たものとし、実際の発災時に行動がとれる組織とするか、つまり地域防災力を高めることが最も重要である。

いくらいい施策をやっても木造住宅の耐震化が進んでないのが現状。

持続可能、自立可能な自主防災組織作りが課題。自主防災組織の活動は、行政にいろいろなことをやってくれと頼んで
くることが主で、自主防災組織で予算を持って活動していることはまれである。30年後まで続く自主防災組織を行政が
育てていく必要がある。
現時点で災害時要援護者対策がうまくいっていても、それが毎年更新されて30年後まで続くような仕組みづくりができ
ていない。

防災学習会を通して、２ｍの津波で木造住宅が倒壊するといったことが住民に浸透してきた。

高齢化が進んでおり、今更家にお金をかけても仕方がないという意見もある。
ライフライン施設では水道施設の耐震化が進んでいない。国や県から耐震化の指導があるが、耐震化に対する補助がな
く、配水池などの重要施設の耐震化が進んでいない。

 

 

 

 

 



【第１編】 国土交通省総合政策局 

■モデル地区における総合的な地震・津波対策の検討（四国地方整備局） 

 6-12

 

6.4  ＤＩＧ手引き書（案）の作成 

 

6.4.1  ＤＩＧ手引き書作成の目的 

ＤＩＧの「手引き書」は、モデル地区での地震・津波対策のソフト対策の一つとして、

進行・案内役の手引となるテキストとして作成するものである。これに基づいて自治体に

おける防災担当職員や地区の防災指導者等が様々な地区でＤＩＧを継続して実施してい

くことに資するものである。 
 

6.4.2  現地でのＤＩＧの実施 

ＤＩＧの手引き書の資料とすることを目的として、4.3 項の現地検討会の後、美波町日

和佐公民館において検討会参加者の他、地元の住民の方（桜町地区の方々11 名）たちに

も参加していただいて、ＤＩＧを行った。ＤＩＧの進行・案内役、講師、記録については、

次の方々にお願いして実施していただいた。 
 

○ファシリテータ：富士常葉大学小村隆史助教授 
○講師：地域安全学会事務局長宮本英治氏 
○記録：特定非営利活動法人東京いのちのポータルサイト 
理事・執行部小島誠一郎氏 
 
今回のＤＩＧのカリキュラムを表 6-5に示す。 
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表 6-5 ＤＩＧカリキュラム 

項目 時間 内容 
オリエンテーション 
（ＤＩＧとは） 18:00～18:40 検討会議参加者（行政）を対象としたＤＩＧの説明

（事例紹介等） 

座学 

①ＤＩＧの概要 
②日和佐地区の現状の確認 
③ＤＩＧの主旨「逃げるだけではだめ、この町をど

う変えればいいか」 

図上訓練 

①自己紹介（アイスブレイキング） 
②昭和南海地震津波時の浸水範囲記入 
③県が想定している浸水深２ｍの範囲の記入（建物

が破壊される浸水深として） 
④講師による被害想定（県想定）の説明（昭和南海

地震津波による被害は参考にならないことの確認） 
⑤講師から南海地震の発生確率の説明 
⑥講師から県の被害想定（建物・人的被害）の説明

（地震による揺れよりも津波による死者の方が多

い、重傷者よりも死者の方が多いことの確認） 
⑦講師から日本海中部地震津波の映像による浸水深

１ｍのときの流速のイメージを説明 
⑧深刻な被害が想定される（防災マップ上の浸水深

１ｍ以上の範囲）の重要社会施設、それ以外の範囲

の重要社会施設のマーキング、それぞれの地域の世

帯数の記入 
⑨「今後この町を変えていくに当たって何から始め

るか」をポストイットに記入して集約 

ＤＩＧ 

結果発表 

19:00～21:00 

各班ごとに集約した意見を発表 
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今回のＤＩＧで意見集約された結果を表 6-6に示す。 
 

表 6-6 意見集約結果 

分野 「何からはじめるか」に対する意見 

①河川・港湾関係 ●陸閘を最小限の巾にする。 
●門扉の半減、迅速な閉鎖 
●港の胸壁、防潮堤の嵩上げ 
●津波防波堤の建設 
●河口に水門 
●漁船を当番制で守る小さな漁港 
●放置ボートの処理 
●水門の操作訓練、改良 

②耐震化他 ●橋の耐震化 
●避難場所の耐震化 
●建物・家屋の耐震化 
●病院の移設・耐震化 
●区画整理による地盤の嵩上げ 

③避難路・避難場所 
 
 
 
 

●寝ることができる避難場所の確保 
●津波避難タワーの建設 
●津波避難ビルの設置 
●道路の拡幅 
●避難場所に食料、通信手段、発電施設 

④ソフト対策 
 

●各地域ごとの防災計画づくり 
●各地域ごとの防災学習会 
●食料の備蓄、救護施設 
●仮設住宅用の土地の確保 
●防災行動がとれる自主防災組織の結成 
●災害時要援護者対策 
●家具の転倒防止 
●住宅の高層化と共有 
●重要施設を２階以上へ移設 
●災害拠点づくり（日和佐中学校） 
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6.4.3  ＤＩＧ手引き書（案） 

現地でのＤＩＧの結果を踏まえて作成した「ＤＩＧ手引き書（案）」を次ページ以降に

示す。 
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